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Studyingtheabuseexpressionof

『GoldenLotus」

theusingofabuseexpression

Watanabehirofumi

summary

ThewordsWeusuallyusecasuallygetinvolvedinalotofelements,for

example,socialattributes,suchasage,gender,andposition.Whatwewill

sayisalwayseffectedbythoseelements.Inthisarticle,wewillstudythe

usingofabuseexpressions,andfinddimensionsortendencieslightup

thoseabuseexpressionsintheelementswhichIdescribedasabove.
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『金瓶梅 詞話』 にお ける罵倒語 の研 究

一 そ の構 造 と運用実態 について一

渡 辺 博 文

1.は じ め に

言語 の運 用 方法 には、様 々な コンテ クス ト要素 が 関 わ って い る。例 え

ば、発 話参 与者 の社 会 的属性 であ る年齢 、性 別 、 身分 な どの要 素 を挙 げ

る こ とが で きる。我 々の発話 行為 にお いて 、 これ らの要素 は常 に我 々の

発 話 の 内容 や そ の運 用 方法 を制約 して い る。 また これ らの要素 は時代 の

変 化 に従 い、 そ れ ら自身 の意味合 い も変 化 して い るので あ る。

本研 究 の 目的 は近代 中 国 にお い て、社 会 的属性 が罵 倒語 を使 用す る上

で どの よ うな影響 を与 えるか、 罵倒 語 の言語 運用 レベ ル にお いて どの よ

うな特徴 や傾 向が あ るの か を見 い だす こ とであ る。

近代 中国 の言 語運 用 の しくみ を研 究す るにあ た って、生 の会 話 資料 を

得 るの は不 可 能 だが 、 当時 の 日常 生 活 を題材 と した文 学作 品 を通 じて 、

言語 運用 の し くみ を考察 す る こ とは可能 で あ る。 本論 文 は、写 実 的手法

で近 代 中 国社 会 を反 映 した 白話 小 説 『金 瓶梅 詞 話』(注1)の 罵 倒 語 、主

にそ の使 用者 と使 用対 象 の社会 的属 性 が特 定 で きる よ うな罵倒 語 を中心

に分 析 を行 う。
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2.研 究 方法

本論文での研究方法は罵倒語の構造 を基に、まずその表現 タイプを分

類する。罵倒語の構造には様々 なものがあ り、構造が単純なものもあれ

ば、複雑 なものもある。誰がどのような罵倒語 を使い、どのような方法

で使用 しているかを分析するためには、まずその構造をはっきりさせな

ければならない。

そこで本論ではこの罵倒語の構造に着 目し、その構造上特徴によって

それぞれをグループ分けし、独 自の罵倒語の表現タイプとして設定する。

それから、これらの罵倒語の表現 タイプを罵倒語使用者 と対象の性別や

身分という社会的属性にそれぞれ振 り分ける。そして同性に対 しての使

用や異性 に対 しての使用、同等な身分の者に対 しての使用や違 う身分の

者に対 しての使用などの項 目を立てる。最後に、そこから性別や身分 に

よる罵倒語の使用特徴や傾向などを見いだ し分析する。

3.罵 倒語の表現 タイプ

曹』(1997)で は 『金瓶梅 詞 話』 の中 の罵倒語 の多 くは、主 に"淫 如"

"奴オ""王 八""並 障""行 貨 子""禿 斯"な どの よ うに短 い語 彙 に よ
っ

て構 成 され てい る と分析 して い る。 そ の理 由 と して は、短 い語 彙 は容量

が大 き く、語 彙 と語 彙 の組 み合 わせが 簡単 で 、語彙 と語 彙 を組 み合 わせ

る こ とで、様 々 な含 意 や複 雑 な意 味合 い を含 む ことが 出来 る こと を挙 げ

てい る。

また 『金瓶 梅 詞話』 の 中で は0つ の語彙 が しば しば他 の語 彙 と組 み合

わ さって、 そ の時 に合 った用 法 で使 用 され てい る。例 えば"淫 如"と い
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う一つ の語 彙 には、様 々な連 体修 飾語 を付 け る こ とに よって 、様 々 な意

味合 いで様 々 な対象 を罵倒 す る こ とが で きる。例 と して は"芥 双 淫 如"

"万不逢 好 死 的Q舌 根 老 淫 如""大 捧瓜 長 淫 如""大 紫 巣 色 黒 淫如"な ど

が あ る。罵倒 語 使用 時 に、様 々 な組 み合 わせ を して新 しい表現 を作 り出

す こ とがで きる。 また同 じよ うな語彙 を繰 り返 し使 用 す る こ とは希 で あ

り、例 え ば"奴 オ"に も"賊 奴 オ""怪 賊 奴オ"の よ う に様 々な語 彙 に

よる組 み合 わせ が あ り、"行 貨 子"に も"俊 行貨 子""老 行 貨子"の よ う

に様 々 な語 彙 に よ る組 み合 わせが あ る。

この よ うに 『金瓶梅 詞 話』 にお け る罵倒 語 の用例 の多 くは、 さ まざ ま

な罵倒語 が組 み合 わ さ って 出来 てい る。川 島(2003)で は罵 倒語 の構 造

を三つ の タイプ に類 別 して い る。

①"淫 如""奴 オ""囚 根 子"な どの基 本 形 タイ プ。

② 基本 形 の前 に"怪""賊""小""鳥""秘"な どが付 く単 一連体 修 飾

タイプ。

③ 基 本 形 の 前 に"没 廉恥""負 心 的""葬 弄 主子 的""狗 擾 的"な どが

付 く複 合 連体修 飾 タイプ。

これ は 「月娘」 が使 用 した罵倒語 を基 に類 別 してい るが、恐 ら く 『金

瓶 梅 詞話』 の罵倒 語 は、 ほぼ この 三つ の タイプ に当て は まるで あ ろ う。

しか し川 島(2003)で は、特 に この罵倒 語 の表現 タイ プを基 に細 か く分

析 して お らず 、基 本 的 な罵倒語 を紹 介 す る に と どまってい る。 そ こで 本

論 文 で は上 記 の三 つ の タイプ を基 に、 罵倒語 の構 造 につ い て細 か く分析

し、表現 タイ プ を以下 の よ うに さ らに細 分 類 す る こ とにす る。(例 文 の

和 訳 は、 すべ て小 野 、千 田(1967)に よる)。

タイ プ1:基 本 的 な罵倒 語 彙 に よる罵 倒語 で 、修飾 成 分 を持 た ない名詞

タイ プで あ る。 そ の 中で さ らに 「単一 名 詞 」 と 「複 合 名 詞 」

に分 ける ことが で きる。
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a.「単一 名詞 」:あ る単 一 の意 味 を表 す罵倒 語 で あ る。

例語:淫 如 、粉美 、 王八 、奴オ 、 曙子

例文:西 円灰 喝令"淫 如,脱 了衣服 脆着1"

(第12回)「 西 門慶→ 金蓮 」

(すべ た、 着 物 をぬ い で地 べ た にす わ れ」 と大 声 に どな りま し

た)

b.「複合 名 詞」:単0の 意 味 を持 つ 名 詞 が 、二 つ 以 上合 わ さ った罵 倒

語 であ る。

例語:王 八兼 子 、主子 奴オ 、小 如奴 オ 、奴オ 老婆 、狗 尿臭 尿

例文:金 蓬看 兄,教 玉 楼"称 看,献 勤 的小如 奴オi称 慢慢 走,慌 急 的,

拾 命哩1一 。"(第30回)「 金蓮 →雪 蛾 」

(それ を見 た金 蓮 は、玉 楼 をつ っ突 い て、 「ね え、 ち ょっ と ご ら

んな さい よ。 あの忠 勤ぶ って る くそ妾 め、 ゆ っ くりあ るけ ばい

い もの を、 あ わて くさって、章 駄 天走 り」)

タイ プ2:上 記 の 「タイ プ1」 の名 詞 に形 容 詞 や動 詞 な どの修 飾 成 分 が

付 く罵 倒語 で あ る。構造 上 「タイ プ1」 よ りい くらか複雑 に

な る。 そ の 中で修 飾 成分 の性 質 に よって 、 さらに以 下 の よ う

に 「単 一形 容 詞修 飾 」、 「二重 形 容 詞修 飾 」、 「動詞 修 飾 」 に分

け る こ とが で きる。

a.「単0形 容詞修 飾 」:名 詞 に単 一形 容詞 が付 く罵 倒語 で あ る。

例 語:賊 王 入 、小淫 如兀 、怪 花 子、好 淫如 、怪 行 貨子

例 文:伯 爵悦 道"丙 イト小 淫如 几,迭 哨オ来 ♂

(第42回)「 伯爵 →董 嬌児 、韓 玉 釧」

(伯爵 は言 った 「あのすべ た ども、 い ま ごろや っ と、 や って きや

が った」)

b.「 二重 形容 詞修 飾」:名 詞 に形 容詞 が 、二つ 以上付 く罵倒 語 で あ る。
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例 語:賊 小 淫如 、賊 曙淫 如 、怪小 奴オ 、賊小 奴オ 、怪小 淫如几

例 文:金 蓮 悦道"称 看賊 小奴 オ油 手1把 我迭 鮭 弄 的急 漆 黒 的1看 我教

他x打 他 不打 他 。"(第28回)「 金蓮 →鉄 棍児 」

(金蓮 は言 った 「まあ、 ご らん な さい。 あ の ちびの やつ め、油 手

で あ た しの靴 を こん なに まっ黒 に しち ゃっ た じゃない の。 よ う

し、旦那 にあ いつ をた た きのめ して もらうか ら」)

c.「 動 詞修 飾」二動詞 に よって形 成 され、 あ る動作 、行 為 な どを叙 述

す る罵倒 語 であ る。

例 語:x人 賊 、界双 老 婆、放 屍 、 胡悦

例 文=西[']庚 大 怒,鴛 道"余 生好 度人 唯度,遠 厩真 ノト系 人賊1我 到几

祢 杭 州 来 家,教 弥 領 三 百 丙 恨 子倣 契 雲。 如 何 蚤 夜 遊 内 来.:.

我?一 。"(第26回)「 西 門慶 →来 旺児 」

(西門慶 は大 い に怒 って、 どな りつ けた 「衆生 は度 しや す く人 は

度 しが た い。 こやつ 、 ほ ん と うの殺 人強 盗 だな。 おれ はお前 が

杭 州 か らも どって来 た ので 、三百 両 出 してお前 に商売 を させ て

や ろ うと思 ったの に、 どう して 、 この深 夜 、 中へ はい って 来て

お れ を殺 そ う と したの だ。」)

タ イプ3:罵 倒語 に形容 詞 や動 詞 が付 く短文 形 式 の罵倒 語 であ る。 その

中で さ らに 「形 容詞 修 飾句 」、 「動 詞修 飾 句 」、 「動 詞 、形 容 詞

混合 修飾 句 」 に分 け る こ とが 出来 る。

この タイ プは、罵倒 語 に,.工 夫 を施 され た タイ プであ る と言 え るだ

ろ う。様 々なマ イ ナス イメ ージ を意 味す る語 彙 や動詞 、形 容詞 が組 み合

わせ ってい る。

a.「形容 詞修 飾句 」:名 詞 に形 容詞 が付 く短 文型 式 の罵倒 語 で ある。

例 語=女 干倭 的淫 如 、不 賢 良的淫如 、小 狗骨 禿兀 的鬼 、賊油 脂 的 囚根 子

例 文:qA道:"賊 油 騰 的囚根 子,俺 毎都 是没 仁 又 的。"
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(第62回)「 金 蓮 、玉楼 →伯 爵 、謝希 大」

(罵 って言 った 「このず るい悪党 め。 わた した ち はみ んな情 け深

くない んだね」)

b.「 動 詞修 飾句 」:名 詞 に動詞 が付 く短 文型 式 の罵倒 語 であ る。

例 語:没 簾 阯 的貨 几 、合 昏了称 迭 淫妃 、成精 的狗 肉、没 見食 面 的行 貨

子

例 文:悦 道"没 廉恥 的貨兀1那 奴 オ淫 如 想他双 子上 吊,差 急掌小 厩来

無代 。美 小1斯男脚 甚事1"(第26回)「 金蓮 →西 門慶 」

(言 った 「この恥 じ知 らず 。 あ なた はか りに もこの家 の あ る じで

す よ。 あ のすべ た は、 自分 の亭 主恋 しさに、 ぶ ら下 が っ たん じ

ゃないの。恥 ず か さの あ ま り、小者 を とっつ か まえて荒 れ だす

な ん て …小 者 な ん か に ゃ、 な ん の か か わ り もあ りゃ しな い わ

よ」)

c.「 動 詞 、形容 詞 混合修 飾句 」:あ る表現 に動 詞 、形容 詞が 共 に付 く

短 文型 式 の罵倒 語 であ る。

例 語:賊 没 行 止 的狗 骨禿 、賊 天x的 狗 材 、好 界汲 的淫如 、賊胆 大 万系

的奴 オ

例 文:如 人 道:"可 又来,賊 胆 大 万X的 奴 オ1急 広急 把屍 股 兀 頼 待 劫

弾1我 知道称 在迭 屋里 成 了把美,便 把称 急久 慣 牢共,把 這 打来

不作 理 。"(第58回)「 金 蓮→秋 菊 」

(婦人 は言 った 「そ う と もさ。 なんて 図太 い、 罰当 た りなや つ な

んだ ろ う。 そ う して、 そ んな にお尻 が重 いの 。お前 は この部屋

で お殿様 にで もなった のね。 お前 が こんな にい け図 々 し くな っ

たか らには、ぶ ってや らな くち ゃ、理屈 に合 わ ない よ」)

タイプ4:あ る表現 に形容 詞 や動 詞 を備 わ って い るが 、上記 の どの タイ

プに も当 て は ま らない罵倒 語 で あ る。 その 中で さ らに 「省 略
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型表 現」、「慣 用表 現」 に分 け る こ とが で きる。

a「 省 略型 表現 」:あ る 表 現 の 被 修 飾 部 が 「的」 に よって 形 成 され た

罵倒 語 で あ る。

例 語:賊 負心 的、賊 天x的 、皮hl没 的、狗 禿 的、 賊膳賎 磨 的、 胡枝祉

叶 的

例 文:春 梅 道"皮 股 没 的。打 汚油 了我 手,娘 只教他 頂着 石美 脆着 雲 ♂

(第29回)「 春 梅 →秋 菊」

(春梅 は言 った 「こんな皮 の厚 い面 をひ っぱたい た って、 あ た し

の手 を よごす だけ だわ。,奥さま、 こい つ の頭 に石 をの っけて 、

ひ ざまず かせ たが ようご ざい ます よ」)

b.「 慣 用表 現」:表 現 の型式 が決 ま ってお り、慣用 的 な意 味合 い を持 つ

罵倒 語 であ る。

例 語:胡 悦 白道 、胡 言乱 旙 、犬 弓之言 、六 悦 白道 、鶉 口強舌

例 文:月 娘 所 了,心 中大 怒,胃 道"云 寓守,准 知休 人皮 包着 狗骨1我

迂世 丈夫,不 曽把 称弩待,如 何 一旦 出此 犬 弓之言1"

(第100回)「 月娘 →雲 離 守」

(それ を聞い て、 月娘 は心 中大 い に怒 り 「雲離 守 、あ な たは人 の

皮 をか ぶ った犬 の骨 だ ったの ね。死 んだ主 人 は、 あな たに わる

く しなか った はず よ。 い ま さら どう してそ ん な犬 畜生 の よ うな

こ とをい うの?」)

以 上 の よ うに 『金瓶梅 詞 話』 の罵 倒語 を、上記 の よ うな タイ プ別 に設

定す る こ とが で きる。 この こ とか ら も分 か る ように、罵倒 語 に は実 に多

くの表現 タイ プが あ る。 そ して設定 した表現 タイ プ を下記 の 図表 の よう

に示 す こ とで きる。
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a.単 一 名 詞

b.複 合名詞

a.単 一形容詞修飾

b.二 重形容詞修飾

C.動 詞修飾

a形 容詞修飾句

b.動 詞修飾句

C.動 詞、形容詞混合修飾句

a省 略表現

b.慣 用 表現

以上 の よ うに罵倒語 の タイ プ を設定 して きた。 これ か らは、 罵倒 語使

用 にお ける性 別 や 身分 の特 徴 及 び傾 向 な どを見 て い きたい 。

4.性 別の違いか らみた罵倒語

男性 と女性 に は外 見 の違 いが あ る よ うに、 その言葉 の使 用 に も違 いが

あ る。女 性 には女 性 ら しい言葉 の使 い方 、男 性 には男 性 ら しい言葉 の使

い方が あ る。 フィ リ ップ(1987)に よれ ば、女 ら しさは連 帯感 、表現性 、

養育 そ して連 携 な どに結 び付 け られ 、男 ら しさは行動 性 、役 に立 つ こ と、

支 配 そ して統 御 な どに結 び付 け られ てい る。

ここで は罵 倒語 を使 用す る上 で 、男性 と女 性 は一体 どの ような違 いや

特徴 、傾 向が あ るの か をみ てい く。 まず 「使 用 者が 女性 で対 象 も女性 」、

「使 用者 が 女性 で対 象 は男性 」、 「使 用者 が 男 性 で対 象 は女性 」、 「使 用者

が男 性 で対象 も男 性」 とい う四つ の項 目を作 る。 そ して上 記 に設 定 した

表現 タイプ を この 四つ の項 目に当て はめ 、そ こに現 れ た特 徴 や傾 向 を見
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いだ し分析 す る。 その結 果、 表現 タイ プや 罵倒 語 にお いて 、性 別 との問

に幾つ か の特 徴 や傾 向が 見 られ た。(「付 録:罵 倒語 の表 現 タイ プ別表 」

を参 照 。)

(1)先 ず最 も顕 著 な こ とは、罵倒 語 を使用 す る発 話行為 は男性 よ りも

女性 の 方が多 い傾 向 が見 られた。特 に罵倒対 象 が男性 の場合 に、 この特

徴 が顕著 で あ る。 また女性 は男 性 に比べ て、特 に タイ プ3の ような構造

上複 雑 な短 文型 式 の罵倒語 をよ く使 用 す る傾 向が あ る。

田 中(1996)に よれ ば言 葉 の使 用上 、女性 は表現 と色付 けを与 え、多

様性 に富 んだ長 め の発 話 を好 む。 一方 、男性 の表現 は断定 的で必 要最低

限の言葉 で 済 ませ よう とす る傾 向 が ある とされて い る。 つ ま り女性 と男

性 が使用 した罵倒 語 にお い て も、 この傾 向 が現 れ てい るの であ る。女性

は罵倒語 におい て、男 性 よ りも表現 が 豊か な タイ プや付加 価値 を増 した

タイ プ を好 み、 罵倒対 象 が男性 であ れば その使 用が 一段 と増 え る。男 性

の罵倒語 の少 な さにつ いて は、 自分 の社 会 的 ステ ー タス を保 つ ため 、そ

して教養 を示 す た めの手段 と して、必 要最低 限の罵 倒語 しか使用 されて

い ない ため であ る と思 われ る。そ の証拠 に男 性 の罵倒 語 タイ プは、 ほ と

ん どが単 純 な構 造 で あ る タイプ1と2に 集 中 して い るので あ る。 つ ま り、

男性 が使 用 した罵倒語 は、女性 よ りも断定 的で 簡潔 な表 現 タイ プにな っ

てい る と言 える。

(2)罵 倒対 象 が女性 と男 性 で は、 その罵倒 語 の使 用傾 向が 違 う。対 象

が男 性 で は、相 手 の愚 か さや命 、威厳 を脅 かす よ うな表現 が 多 く使用 さ

れ てい る。東(2001)に よれ ば多 くの男 性 に とって相 手 と話 しをす る と

い うこ とは、 自分 の持 ってい る知識 、技術 、情報 を相 手 に見 せ る こ とに

よって 、 自分 の社 会 的 な立場 を守 った り、改 良 した りす る こ とにな る。

つ ま り男性 に対 しての罵倒 語 の使用 は、男性 が重 要視 して い る 「知識 、

技 術 、情 報 を相 手 に見せ る」 とい うもの を攻撃 す る傾 向 にあ る と言 える。
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男 性 に対 して使 用 した罵倒語 の 中で 、 どの表現 タイプ にお い て もこの よ

うな傾 向 が現 れ てい て、特 に女性 が男 性 に対 して使 用 した タイ プ4に お

い て この傾 向 が顕 著 に現 れ てい る。 この タイ プの罵倒語 の ほ とん どが、

相 手男 性 の発話 、行 為 、性 質 を否定 し、侮 辱 してい る。

対象 が女 性 の場合 で は、 貞 操観 念 を反 映 した性 的 な意味 を持 つ表現 が

多 く見 られ てい る。使 用者 が男性 と女 性 にお い て共 に、 この傾 向が 顕著

に現 れ てい る。 その他 に も、女性 の生 殖器 を意味 す る語彙 が含 まれ た罵

倒 語 も多 く見 られ た。 また"琶 聚合 的、直我 琶琶"と い うよ うな、男 性

の生殖 器 を意 味す る語 彙で 、性 的行為 を表現 す る罵倒 語 も見 られ て い る。

そ の他 、男 性 に対 して使 用 され る罵倒 語 の 中 に、対 象 の女性 親 族 を性 的

な意 味で侮 辱 す る もの も多 く含 まれ てい る。 フ ィ リップ(1987)に よれ

ば、我 々 は女性 に対 して 「連帯 の技量 の調 整 を必 要 とす る領域 を 占め る

こ とが期待 され る」 とあ る。 この こ とか ら女性 に対 す る罵倒 語 の多 くは、

家族 や人 々 との連 帯 の調 整 を脅 かす ものが多用 され てい る こ とが見 て取

れ る。

この女性 に対 す る罵倒 語 の特徴 は、古 来 よ り男 尊女 卑 とい う社 会 背景

の下 で、女 性 に対 して強 く貞操観 念 を求 め て きたか らで あ ろ う。 も し女

性 が この貞操 を破 った となれ ば、家族 内 にお け る様 々 な連 帯 関係が 即座

に壊 れ、修 復不 可 能 になる。 しか し男性 が貞操 を破 って も、 この よ うな

こ とは起 こ らない。 この こ とか らみ て も、女性 は家族 内 にお い て 「連帯

を調整 す る」重 要 なポス トにい る こ とが分 か る。 つ ま り貞操 観念 を反 映

した罵倒語 を用 いて女性 を侮 辱 す る とい うこ とは、 そ の家 族 内 にお け る

連帯 の破壊 を望 んで い る こ とが 窺 え る。

この男性 と女性 に対 す る罵倒語 の傾 向 は、 渡辺(2005)に お いて も同

じよ うな結 果 が 出てお り、 この こ とか ら次 の よ うな こ とを主張 す るこ と

が で きる。近代 中国 にお いて男性 に対 しては、知 能や 能力 、血 筋 、生死 、
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威 厳 な ど男 性 に対 す る典型 的 な観 点 か ら作 り出 された罵倒 語 を使 用 す る。

つ ま り、対 象 の 内面的 な性 質 その もの、 また男 性 と しての あ るべ き姿 と

い う意識 に よる罵倒 語 が多用 され る。他 方、女 性 の身分 の低 さか ら、女

性 を軽 蔑 す る語 や売 春婦 を指す語 が 多 く、女性 を性 の対 象 と してみ る傾

向が あ る。 この ことか ら女性 に対 して は、貞操 観念 や社 会 的規則 の意識

を反 映 した、罵 倒語 が多 用 され る こ とが窺 え る。

(3)"淫 如"と 女 性 生殖 器名 称 を持 つ"毯 股 弾 子"が 男 性 に対 して使

用 してい る。"好 淫 如"と"淫 如"の 二種 類 の罵 倒 語 が 、共 に琉 安 が 書

童 に対 して使用 してい る。 この書 童 は小説 の 中で 「陰 間、男 娼 」 と して

描 か れて い る場 面が あ り、 また登 場 人物 の多 くもそれ を知 ってい た。 こ

の ことか ら書童 に対 して"淫 如"と 罵倒 して も容易 に理 解 で きるだ ろ う。

女性 の生 殖器 名称 を持 つ"ii弾 子"が 、男 性 に対 して使 用 されて い

る こ とにつ い て は、 渡 辺(2005)の 中で も三 例 を挙 げ て い る(注2)。 そ

して こ とにつ いて 、次 の よ うに説 明 してい る。"J-"を 男 性 に対 して使

用 してい る時 は、相 手 の男性 が 「女性 に遊 ばれ る、虐 め られ る、女 々 し

い ことを言 う、駄 々子 をす る、嫌 味 ら しい事 を言 う」 とい う ように人 々

に認識 されて い る男 性 と しての言 動 、行為 と正 反対 で あ る。 この こ とか

ら男性 ら し くない言 動 、行為 を した男 性 に対 して この"展"が 使 われ る

こ とが推 測 され る。 この こ と を踏 まえ て、 「金瓶 梅 詞 話 」 の例 文 を見 て

み よう。(こ の"炭"と"毯"は 同義語 で あ る。)

① 悦 道:"怪 倒 路 死 的 囚根 子1味 了那 黄湯,挺 祢 那 覚 受福 。 平 日惹 老

娘 男休 那毯 股弾 子1"(第 二 十五 回)「 恵蓮 →来 旺児 」

(この野 たれ死 にす る悪 党 め、 あの黄 色 い水 をた らふ く食 らった ら、 さ

っ さ と寝 ち ま うもんだ よ。 むやみ に このお かみ さん を どな らせ た りし

て、 あ んた った ら、 とんだお天 気屋 だ よ)

この"毯 股弾 子"が 使 用 され た状況 は、来 旺児 が酒 を飲 み酔 いつ ぶ れ
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て家 に帰 って きた とごろか ら始 ま る。来 旺児 は外 で、 妻 で あ る恵蓮 が西

門慶 と浮気 して い る と告 げ 口 され た ので あ る。家 に帰 って きて見覚 えの

ない 反 物 が あ る こ とに気 づ き、 そ して 酒 の力 を借 りて妻 に問 い詰 め た

「どこの椴 子 だ。誰 が くれ た んだ。 さっ さ と本 当 の こ とをい え」。妻 は こ

れ に対 して 「これ は奥 の か たが 、 あ た しに くだす った鍛子 なの よ」 と答

えた。来 旺児 は さ らに続 けて 「この髪飾 りは どこか ら持 って きたん だ」

とい うよ うに、 さ らに問 い詰 め たの であ る。 余 りに も しつ こ く問い詰 め

るので 、恵蓮 は とうと う我慢 で きず 罵倒 し始 めた。二 人 は 口論 とな り、

そ して来 旺児 は恵 蓮 に殴 りつ け たの であ る。最 終 的 に来旺 児 は恵蓮 に言

い くるめ られ、妻 を信 用 し 「お前 にそん な覚 えが なけ りゃ、 むや み に人

に当た り散 らす こ と もないや な。早 く蒲 団 を敷 い て寝 か してお くれ」 と

言 って イ ビキ を しなが ら眠 りにつ い た。 この よ うな一 連 な こ とが あ って、

恵蓮 が上 記 の例文 を 口に したので あ る。

この よ うに 「しつ こ く」 同 じような事 を何 回 も問い詰 め、酒 の力 を借

りて暴 力 を振 る う。嘘 で はあ るが最 終 的 に言 い くるめ られ、 自分 に とっ

て都合 が悪 くな る と何 もなか ったか の よ うに振 る舞 い、 眠 る とい う行 為

を借 りて逃 げた ので あ る。 この ような行為 は 「男 た る もの」 と して の行

為 か ら、 か け離 れて い る こ とを想 像 で きよ う。 この例 文 か ら も男性 を女

性 の生殖 ・器 に喩 えて罵 倒す る とい うこ とは、男 性 ら し くな い言 動 、行為

を した場合 に使 われ るこ とが推 測 され る。

男性 に対 して女性 特 有 の語彙 を もって罵倒 す る例 は、見 つ か って い る。

例 え ば上 記 の"秘 股 弾 子"、 渡 辺(2005)の"展 毛""A""尿 本 事"が

あ る。 しか し女性 に対 して、男性 特有 の語 彙 で もって罵倒 す る とい う例

は まだ見 つ か って い な い。 『金瓶 梅 詞 話』 で 男性 が女 性 に対 して"琶 豪

合 的、宜 我琶琶"と い う罵倒 語 を使用 して い るが、 この場 合 の男 性生 殖

器 に対 して の主体 は男性 自身で あ り、女性 は生 殖行 為 の受 身 とな ってい
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る。上 記 の例文 ① の ように相 手 の男性 を女 性生 殖 器 その もの に喩 えて い

るの に対 し、 この"琶 髪合 的、宜 我琶 髭"と い う二 つ の罵倒 語 は、決 し

て女性 を男 性生 殖器 に喩 えて い ないの であ る。

(4)"花 子"は 男 性 に対 して しか使 用 され て い ない。 この"花 子"の

意 味 は 「物 乞 い、物 もらい」 の意味 で あ り、特 に男 性 的 な意義 を含 んで

い る とい うわけで は ない。 に もか かわ らず 『金 瓶梅 詞話 』 の 中で は、 そ

のす べ てが 男性 に対 して しか使 用 され て い ない。"花 子"を 含 む例 語 は

以下 の ものが あ る。

女 性が 男性 に対 して使用:花 子(12回)、 怪 花 子(3回)、 怪 座花 子 、怪

寄 花 子 、王 八 花 子、 賊 花 子(3回)、 老 花 子

(2回)、 汗 邪 了称逮 花 子 、怪 汕11子 、汗 邪

弥 迭賊 花 子

男 性 が男 性 に対 して使 用:花 子(5回)、 怪 花 子(2回)、 賊花 子(3回)、

俊 花 子(2回)、 少 死 的 花 子(2回)、 賊 雌 坂

吃花子合 的

《漢語大 詞 典》 に よれ ば"花 子"は"乞 再"(物 乞 い、物 もらい)を 意

味 す る。薦 ・常(2002)で は"乞 再"に つ いて 「貧 困或 い は労働 能力 を

失 い、物乞 い を して生活 す る者 。 …。彼 らは物 乞 い をす る卑 しい者 で は

あ る が、 身分 は平 民 に属 して い る(注3)。 早 く明代 か ら人 々 に次 の様 に

言 わ れて い る。"侶 、優 、隷 、 卒 は賎 民 で はあ るが 、乞 百 はそ れ らに属

さず 、 ただ金が ない だけ であ る。"」と説 明 して い る。

古代 中国で は財 産 はすべ て男性 の所 有物 であ り、女性 は男 性 か ら生 活

費 を貰 い、衣服 や装 飾 品 も買 って も らう もので あ る。 そ うす る こ とで男

性 は権 力 を維持 す るこ とが で き、 そ して女 性 に対 して或 い は社会 に対 し

て威厳 を示 して いた。 この こ とか ら 「物乞 い、物 もらい」 の意 味 であ る

"花子"を 対 象 の男性 に対 して使 用 す る こ とで
、相 手 の権 力 や財 力 を否
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定 す る こ とにな る こ とが 想像 で きる。権力 や財 力 を否定 され る こ とで、

必 然 的 にその男 性 の威厳 を も否定 す るこ とに繋 が る。女 性 は も とも と権

力 や財 産 を持 た ない こ とか ら、 この"花 子"を 使用 して も意 味 が ない た

め、使 用 され て い ない と推 測 され る。 また この こ とか ら も、上 記(2)

で述べ た男性 に対 して使 用 され る罵倒 語 の傾 向性 を見 て取 れ るだ ろ う。

(5)"肉 几"が 付 く罵倒 語 は、女 性 に対 して使 用 す る傾 向が あ り、 ま

たそ の使用 者 は女性 の割 合が 多 い。 そ の例 語 は以下 の ものが あ る。

女 性 が 女性 に対 して使 用:怪 小 肉几 、小 肉兀(5回)、 賊 小 肉几(5回)、

怪 小狗 肉兀 、怪 堕並 的臭 肉JL

女性 が 男性 に対 して使 用:賊 小 肉几

男性 が 女性 に対 して使用:賊 小 肉兀

この使用状 況 を見 る限 り、 この"肉 兀"が 付 く罵 倒語 は女性 に対 して

使 用す る傾 向 にあ る こ とが分 か る。 この"肉 几"の 意味 は 「骨 肉の よ う

に愛す る もの 、い と し子 」 とい う もので あ る。 親 身感 を思 わせ るよ うな

意 味 となって い る こ とが 見 て取 れ る。 この意 味か らも、 この語彙 は男 性

に対 して の使 用 はあ ま り用 い られず 、女性 が女性 に対 して使 用 され る傾

向が強 い こと を見 て取 れ る。

5.身 分の違いか らみた罵倒語

言語の使用は常に様々な外的な要因によって影響されている。ここで

は、社会的属性である身分が罵倒語与えた影響ついて分析する。本論文

での身分設定は、経済力や官職、爵位、称号などを有する地位のある人

及びその家族の人を 「上位身分」 とし、それらの地位 を有 しない一般市

民や使用人など地位の低い人たちを 「下位身分」とする。さらに性別の

要素についても考慮 して分析を行った結果、以下のような特徴や傾向が
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見 られた。(「付 録:罵 倒 語 の表現 タイ プ別 表」 を参 照。)

(1)上 位 身分 の女性 は上 位 身分 の女性 に対 して、 あ ま り罵 倒語 を使 用

しない傾 向 があ る。0方 下位 身分 の女性 に対 して は、実 に多 くの罵倒 語

が使 用 され てい る。 これ は、恐 ら く女性 の発 話 の傾 向 と関連 してい る と

思 われ る。

女性 はお互 い の発 話 を認 め その上 に立 って話 を展 開 させ よ うとす る傾

向が あ る。つ ま り女性 は連 帯感 と支 持 に基づ い た 関わ りか た を求 め る よ

うで あ る(注4)。 要 す る に同等 な身分 の女 性 同士 にお い て は連帯 感 とい

う仲 問意識 が 強 く、 その発 話 に対 して お互 い認 め合 い、 あ ま り反論 しな

い傾 向 にあ る と言 える。 身分 的 な立 場上 、下 位 身分 の女性 に対 して特 に

この連帯感 を作 り出す 必要性 が ない こ とか ら、罵 倒語 が多 用 され てい る

と思 わ れ る。 これ は上位 身分 の女 性 が上 位 身分 の男性 と女 性 に対 して 、

使 用 した罵倒語 の違 いか ら も見 て取 れ る。す で に分 か る よ う、圧倒 的 に

上 位 身分 の男性 に対 して使用 した罵 倒語 の数 とその種 類が 多 いの であ る。

つ ま りこれ は、下位 身分 の女性 に対 す るの と同 じように、男性 に対 して

も連帯 感 や仲 間意識 を作 り出す必 要性 が ないた めで あ る と思 われ る。

身分 の立 場上 、下位 の者 が上位 の者 に対 して、 罵倒 語 を使用 した くて

も容易 に口 に出せ な いた め、残 念 なが ら下位 身分 の女性 の立場 か らこの

よ うな比較 が で きな い。

(2)上 位 身分 の男性 は対 象男 性 の身分 に 関係 な く罵倒 語 を使 用 し、 そ

の罵倒語 の種 類 とその数 には 目立 った違 いが な い。上 記 で も述 べ た よう

に女性 に とっての会話 は、対象 と共 通 の体験 や考 え を示 し、居 心地 の い

い雰 囲気 や 親密 感 を作 り出す こ とにあ る。一 方男性 に とって の会 話 は、

自分 が持 って い る知識 、情 報 、能力 を相 手 に見 せ る こ とで、 自分 の社 会

的立 場 を保 持 や改 善 す る こ とに あ る(注5)。 つ ま り男 性 は会 話 にお い て、

女性 の ように連帯 感 や仲 間意識 な どを示 す傾 向 はな く、 自分 の社 会 的立
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場 に重 点 をお く。 それが 同等 な身分 の男 性 に対 して も同 じであ り、常 に

自分 の社 会 的立場 を守 る こ とを重要 視 す る。 その ため会話 にお いて は、

自分 の主張 を表 明 し相 手 に もそ れ を求 め る傾 向が あ る。 この こ とか ら、

男性 は会 話 にお い て 自分 の社 会 的立 場が 脅 か され る時 は、対象 の身分 に

関係 な く罵倒 語 を使用 す る傾 向が あ る と推測 され る。

(3)"花 子"が 付 く罵倒 語 は上 位 身分 の男 性 に対 して使用 され る傾 向

が あ る。4.(4)で 述 べ た よ うに、 この"花 子"は 男 性 に対 して しか使

用 され て い ない。 そ の対 象 男 性 の身分 を見 て み る と、41例 の内 で 下位

身分 の男 性 に対 しての使用 は2例 しか な く、 その他す べ てが上 位 身分 の

男性 に対 して使用 されて い る。 これ は もと もと権 力や財 力 を持 た ない男

性 に対 して、 そ れ らを脅 かす罵 倒語 を使 用 して もさほ ど侮 辱 にな らない

ため にあ る と思 われ る。つ ま りこの"花 子"が 付 く罵 倒語 の使 用状 況 は、

権 力 や財 力 を持つ 男性 に対 して使用 され てい る と言 える。

(4)"合 称娘"(お 前 のお袋 を犯 す)の 意 味 をす る罵倒 語 にお いて は、

下位 身分 の男性 が 上位 身分 の男 性 に対 して使 用す る傾 向が あ る。 そ の罵

倒 語 には以下 の ものが あ る。

下位男 性 が下位 女性 に対 して:合 祢 淫如 娘

下位 男性 が上 位 男性 に対 して:合 称 道 士秣 秣 娘 、我合 弥娘 的眼 、合イホ娘

眼、合弥 娘

この 「お前 の お袋 を犯 す」 の 意味 の裏 に は、 「俺 が お前 の お袋 を犯 し

て、 そ してお前 が生 まれ たの だ」、 「お前 は俺 の息 子 で ある」 または 「お

前 は、お袋 の不 貞 に よって生 まれた の だ」 が含 意 され る。 この よ うな表

現 は、対象 とその母 親 を同時 に侮 辱す る効 果が あ る。

この表現 の使 用状 況 か ら、次 の ような こ とが 想像 され る。身分 におい

て既 に対象 に劣 ってい る下位 身分 の男 性が 、 この よ うな罵倒 語 を使用 す

る こ とで対 象 との"輩 紛"(長 幼 の序 列)上 で勝 ろ う と して い る。 なぜ
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な ら中国 にお いて この"輩 扮"は 非常 に重 要 な もので あ り、対 象 の"輩

扮"に 対 して相応 しくない表現(対 象 の"輩 紛"よ りも下 の もの に値 す

る表現)を 用 い た場合 は、即 ち対象 を侮 辱 す るこ とに繋 が るか らで あ る。

(5)下 位 身分 の女 性 は上位 身分 の男性 に対 して、"撰 刀"が 含 まれ る

構 造 の 罵倒語 を使 用 す る傾 向 が あ る。 そ の罵倒 語 には以 下 の ものが あ る。

下位 女 性 が 上 位 男性 に対 して:怪 撰 刀 子(3回)、 怪 撰 刀子 的(2回)、

怪 刀擾 的、 不得 人意 的機 刀子 的、 擾刀 子

的

この"撰 刀"の 字義 的意 味 は 「刀 に刺 され る」 であ る。 この こ とか ら

窺 え る こ とは、下位 身分 の女性 は上 位 身分 の男性 に対 して は、物理 的 な

力 を借 りて対抗 しよう とす る特徴 を持 って い る。 これ は身分 や力 にお い

て共 に男性 に劣 る話者 が 、 自分 の力 だけで は対 象 に勝 る こ とがで きず 、

自分 の力 を何倍 も増 幅 させ られ る物 理 的 な もの を用 い て対 抗 しよう とす

る意識 が働 い た か らで あ ろ う。 こ こで 、上 記(4)の よ うな罵 倒 語 を用

い て も良 さそ うだが 、そ れ は女性 に とって は不 可 能 に近 い。 なぜ な ら、

上 記 の ような表現 方法 を用 い た ら、即 ち 自 ら自分 が不 貞 であ る こ とを認

め る の と同 じこ とで あ る。 『金 瓶梅 詞 話』 にお い て女 性 が 直接 対 象 を 自

分 の子 供 に喩 える表現 はあ るが 、上 記(4)の よ うな表現 方 法 は ない。

ちなみ に、直接 自分 の子 供 に喩 える表現 に は"我 的兀""我 的核 子 几"

な どが あ る。 この 点 にお い て は、上 記(4)の"輩 粉"の 部 分 と通 じる

もの はあ るが 、 この表現 方 法 に は性 的 な意 味合 い は含 まれて い ないの で

あ る。

6.ま と め

以 上 の よ うに、 『金瓶 梅 詞 話』 の罵倒 語 の研 究 と分 析 を通 じて、顕 著
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に現 れた もの を以下 の よ うに ま とめ る ことが で きる。

男性 に対 して は 「知 能や 能力 、血筋 、生 死 、威厳 」 な どを既 す罵倒 語

が 多 く、女性 に対 して は 「貞操 や性倫 理観 点 または社 会 的 な ルー ル、規

則 」 に対 す る意 識 を反 映 した罵倒 語が 多用 され る。 またそ の罵倒 語 の裏

に は、女性 に備 わ ってい る 「連帯 を調 節 す る力 」 を無 力 な もの に しよう

とす る、 罵倒語 使用 者 の企 みが付 随 してい る こ と も窺 え る。

そ して今 回の研 究 におい て は、罵倒 語 は男性 よ り女性 の ほ うが多用 し、

対 象 が男性 の場 合 に な る とその使 用 が さ らに顕著 にな る。使 用 された罵

倒 語 は、女性 の ほ うが男 性 よ りも多様 性 に富 み、 よ り表現豊 か な表現 タ

イ プ となって い る。女性 は同等 の女性 対象 に対 して連帯 感 や仲 間意識 を

重 要視 す る傾 向 にあ る こ とか ら、 身分 のあ る女性 同士 で は罵倒 語 の使 用

が少 ない傾 向 にあ る こ とが見 受 け られ る。 しか し、男性 は会 話 にお い て

自分 の社 会 的 地位 を守 る傾 向が あ るため 、 自分 の社 会 的立場 が脅 か され

る時 は、対 象 の 身分 に関係 な く罵倒語 を使 用 す る傾 向が あ る。 また男性

が使用 す る罵倒 語 は、女 性 の もの と比 べ て簡 潔 的で、 断定 的 な表現 タイ

プ とな ってい る。

また"花 子"が 付 く罵倒 語で は、 そ の対 象 はす べ てが男性 とな って い

る。語 彙 の意 味 と使 用状 況 か ら、 この種 の罵倒 語 は、相 手 の権 力や財 力

を否 定す る と同時 に威厳 を も既 してい るこ とが分 か る。 しか も、罵 倒対

象 者 の ほ とん どが 身分 の高 い者 で あ る。

以上 『金 瓶梅 詞話』 の会話 資料 の分析 を通 して、近代 中国語 の罵倒 語

にお け る運用 上 の特徴 や傾 向 の一側 面 を明 らか に した。

注

注1)本 論文の罵倒語の用例はすべてテキス ト 『金瓶梅詞話』(増 祢智文化事業有限公司出版

1980年)に よるものである。
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注2)渡 辺(2005)で 女性生殖器 を男性 に対 して使 用 した三つの例 文は以下 の もので ある。

〔柳氏〕笑道="別 付我把称共上 的椙子蓋 似的几根尿毛持下来1。"→ 小厩(第61回)

これは柳 氏が使用人 に対 して使 った もので ある。 この使用人の性 格は小 説の前 後の内容 か

ら 「物 をねだ る、子駄 々子 をす る、嫌が らせ をす る」 と男性が普段 しない ような ことをして、

柳氏 の機嫌 を損ね罵 られた ものである。

〔飽二の妻〕AA道:"叫 不叫,与 弥墨相干 ・… ♂ →飽 二(男 性)(第65回)

これは鞄 二が酒 を飲 んでいた ところ、女 中が来て酒 を飲み たい と言い、 これに対 して、飽

二 は 「自分の妻の傍 で仕 えていない と、また文句 を言 われ るぞ」 と嫌味た ら しく言 った。こ

れ に対 して彼の妻が"戻"を 使 って罵 ったのである。

〔趙嬢娘〕指費圷道:"称 没有戻本事,我 也替休差。"→ 買環(第60回)

これは買 環が女性 達 に 「虐め られ、遊 ばれ」 たこ とに対 して、趙 嬢娘が 買環 に言 った もの

で ある。

注3)f,,.・ 常(2002)に よる と 「平民」 とは、特権 は ないが、 また1淺民 で もない人 を指 す と述

べている。それ らには 「地主、商 人、農民、手芸職人、雇用労働者 、僧侶 」な どを挙 げてい

る。

注4)ジ ェニフ ァー(1990)P132参 照。

注5)東(2001)P85参 照。
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付 録:罵 倒 語 の表現 タイ プ別表

表示 す る順番 は、 まず使用 者 が 「女性 で対象 も女性 」、 「女性 で対象 は

男 性」、 「男 性 で対象 は女性 」、 「男性 で対象 も男性 」 の順 番 とす る。 さ ら

に この 四つ の項 目に使用 者 が 「上位 身分 で対 象 も上位 身分」、 「上 位 身分

で対象 が 下位 身分 」、 「下位 身分 で対象 も下位 身分 」、 「下 位 身分 で対象 が

上 位 身分 」 の身分 的要 素 を加 え、 そ して罵倒 語 を表 現 タイプ別 に振 り分

ける。 身分 につ いて は 「上 →上 」、 「上 →下 」、 「下→ 下」、 「下 →上 」 で表

す こ とにす る。 また 「表現 タイ プ」 は 「T」で表 し、罵倒 語 の使 用 回数

は 「x回 数」 で表 す。

●使用者が女性で対象も女性

上→上 上→下 下→下 下→上

T1 a単 一 名詞 粉 共、 老婆 、死鬼 、狗 肉x2、 老 貨x2、 娘 、 奴 オx6、 禍 賎 人x2、

狐 狸 精、淫 如x15、 老 毯 、 淫 如x27、 根 、 淫 女ヨx11、 名 奴オ 、老娘

行 貨 子x2、 駅 畜 、 奴 オx15、 小 鬼 、 妓 、 行 貨 、 並 障 、 x2、 狐 狸 、

老 娘x2、Yi失x3、 蝸虫 、混 活、粉 共、捷刺骨、曙如 淫 如x2、

奴 オx2、 歪 刺 骨 、老 婆x4、 毯 娘 、 歪厩

毯窟砒、晧子 賎人 、臭 蹄、毯 大

婦 、 捷 刺 骨x2、

小肉几x5

b.複 合 名詞 小 如 奴 オx2、 毯 奴 オ 淫 如x9、 賊 並障Y共 子、淫如 淫 如 奴 オ

声浪願 美 鼠脳 、牢美淫 如、 丁子釘 x4、 奴 オ

主子奴オ、小如奴 小 如、王八

オ 、奴 オ 老 婆x3、 燕子

小眼淫如、狗尿臭

尿、牢美禍根淫如

T2 乱単 一形 容 麻淫妃 、小 淫女ヨ、 賊 淫 如x13、 怪 淫 怪淫如 、浪 淫如 、 浪 淫如、浪

詞修飾 賊淫如 、好 淫如、 如 、 老 淫 如x3、 賊 階 如、老 淫 如 精秘

怪行 貨子 、好 奴オ 、小 淫 如x2、 小 淫 x2、 賊 波 如 、 小

賊奴オ 、怪 行貨 、 如Lx2、 喀 淫 如 、 淫如几 、小 淫如 、

波脚子貨、賊強盗 好 淫 女ヨ、怪 狗 肉 賊 淫 如x5、 賊 働

x2、 賊 狗 胎 、 賊 奴、縢股 弾 子、小

狗 肉、老 行 貨 子 奴オ 、汗邪 了、賊

x2、 怪 老 貨 、 好 奴オ

禿 子、怪 臭 肉、賊

臭 肉x9、 老 浪 貨 、

優 弦子 、怪行 貨子 、

賊 奴 オxl6、 賊 捷
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刺 骨、小 賎人 、小

老婆、 小奴オ 几、

怪小肉九、賊小肉

兀x5、f*7着 、

賊臭肉伯、賊淫如

奴オ、賊奴オ淫如

x4

b.二 重 形容 波賊淫如、好大胆 賊小淫如、怪小淫 賊浪奴オ、賊小奴 万奴オ千奴

詞修飾 γ美 如九 、賊膳淫 如、 オ、怪 小 淫 娼 兀 オ

好賊奴オ、怪小狗 x2、 干 浄 俊'-

肉兀、大紫腔色黒

淫如 、好妖恣淫如

奴オ 、小賊擾刺 骨 、

賊活人妻淫如

c.動 詞修飾 嶽 臭 、合掲 、成 精 泓溢 嚇、弄汲 淫如 、葬沢 、穿 寺 院、非 芥奴オ

死了、賊不現高低 芥汲老 婆、 券汲子 、和 尚、合道 士 、 吊

貨 祉毯淡 、胡悦 、歪 騰悦、合 淫女ヨ、祉

辣骨待死、奴オ骨 躁 淡、葬 送主 子、

朶痒了、大捧瓜長 成精奴オ、老淫如

淫如 、長大捧瓜淫 独吃

如

T3 a.形 容 詞修 女干倭 的淫如、賎不 嘲汲的淫妃、汗邪 怪浪的淫如、老淫 不賢良的淫

飾句 裸高低的貨、賊淫 了那賊老淫如、賊 如的鬼、賊少死的 如

如 的11、 不 賢 良 少死的奴オ 囚奴

的淫如

b.動 詞修飾 没心 的貨子、不長 成精的肉伯、没廉 几鬼的奴オ、没兄 没 的祉毯淡、

句 俊的行貨子、没簾 恥的貨、没廉恥的 食面的行貨子、弓長 愉我的双子

恥 的貨、没廉趾的 淫如、成精 的狗肉 眼露晴奴オ、合 昏

歪淫如 了称逮淫如、拾棺

材奔命哩

C.動 詞 、 形 好成精的老婆、没 賊狗壌的非汲的淫 賊晃鬼的奴オ、賊 賊不逢好死

容詞修飾句 廉恥弄虚脾的臭娼 如、賊葬主子的奴 合遍街掲遍蒼的賊 的淫如 、賊

根 オ 、好 非汲 的淫如 、 喀如、賊悦活的奴 噛舌根的淫

賊彼家渓五鬼的奴 オ、淫如吃那野双 如、賊作死

オ、賊没廉恥的雌 子掲昏了、賊狗擁 的短寿命

双的淫如、賊万x 的階淫如

的奴オ、賊胆大万
x的 奴オ

、怪堕並

的臭肉几

T4 a.省 略 表現 没廉恥的、賊成精 歪蹄波脚的、狗禿 鬼奮捨 的、皮s+没

的、可成人非的 的、賊喀賎 磨 的、 的 、 狗 撹 了})似 的

胡枝祉叶的、蕾膏

硫硫 的、賊擢刺骨

雌双的

b.慣 用表 現 没人仁又、不逢好
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死

●使用者が女性で対象は男性

上→上 上→下 下→下 下→上

T1 a.単 一 名 詞 島 喘 、 老 如 、 賊 牢 、 鈷 子 、 奴 オx24、 賊 囚x7、 王 入x7、 尿 口、 怪 物 、

老 娘x7、 三 寸 貨 王 八x8、 賊 囚x4、 怪 囚 、 厩x4、 老 掲 鬼、花 子

x2、 厩 、 行 貨 子 賊 、 斯x7、 忘 八 娘x16、 賊 禿 、 禿 x11、 屹 蚤

x8、 短 命x3、 尿 x2、 貨 子 、 老 娘 厩x2、 賊 眼 、 優 几 、 賊 、 称

包 秤x2、 和 子 、 x3、 瞭 子 、 蝸 虫 、 オ 、 系 オ 、 囚 、 猴 娘x2、 小

温 蛮子 、花子 、f 囚 根 子x10、 島 事 、 子 、w子 、 綾 子 、 厩x2

西 、聖耳 朶、濾 貨 、勾使 鬼、鑛鎗 美 、 老 狗 、 淡 祉 、 賊 、

!51¥子 、 臭 尿 、 辣 騒 、 小斯x2 忘八x2

蛮子

b,複 合 名詞 尿包子秤子、王八 忘八舅子、王八花 光棍摘子、xオ 掲

燕 子、蛭 虫蝸 酢、 子 、 混 沌%」1西 、 奴 子 、 老 狗 骨/、 王

魍魎混沌、炬桃行 オ屍股口子、尿屍 八災釜几

貨 子x2 股 「]子、混沌 魍魎

T2 a単 一 形容 怪 硲 貨、怪 奴 オ 賊 王 八x4、 俊 王 賊和 尚 、禿和 尚、 老 花子 、怪

詞修飾 x3、 火 行 貨 子 、 八 、小 王 八 子x3、 短寿命、賊囚根子 花 子x3、

俊行貨子、怪行貨 死 王八 、賊根 子 、 x6、 怪 賊 囚x2、 賊 花 子x2、

子x7、 老 花 子 、 賊囚根、賊囚根子 賊黒 囚 、好賊 囚、 怪 座花 子 、

賊 囚 根 子x5、 好 x14、 欺 心 囚 根 子 、 怪 囚 根 子x5、 死 怪 行貨 子 、

囚 根 子、賊 強 人 怪 囚 根 子 文2、肉 囚 根 子、賊 王 八 碍短命、丑

x3、 怪 彊 盗 、 小 伎 賊 、賊狗 囚、蛮 x5、 小 王 入 子 、 冤家怪物、

短 命 、賊 短 命x7、 奴 オ、小 奴 オx4、 賊禍 根子 、賊ゑ オ、汗 邪 了、賊

怪 短 命x5、 好 短 毛奴オ 、怪奴 オ 、 老猪 狗、 老油 騰、 猴几

命 、碍 短命 、賊 花 欺心奴オ、賊奴オ 老蒼 根 、老粉 騰、

子 、賊 負心、怪 行 x4、 泣 奈 西 、 賊 老花 根 、老奴オ 、

貨 、賊オ 料、 賊 鼠 混沌 、涼材料 、 賊 小 糊 狙x2、 怪 雌

脳 、独杯 料、 好俊 混沌虫、賊小 肉JL 牙九 、小 奴オ九 、

子 、儂材 料 、怪 呆 小 囚JL、 怪 猴/L、

子 、波 オ料 、賊三 賊猴几x2

寸貨強盗

b,二 重形容 轟賊奴オ、怪賊囚 賊 小 奴 オx2、 怪 怪賊黒囚、賊小蛮 怪 老油 帽、

詞修飾 根子 賊 奴 オx2、 賊 蛮 囚 兀x3、 怪 小 短 怪 寄花 子、

奴オ 、賊小 囚JL、 命九、雌牙鬼囚根 好大面皮几
怪 小 囚JL、 怪 賊小 子、賊汗邪囚根子

奴オ

C.動 詞修飾 合 掲x3、 鬼 混 、 不源 日寸油物 、祉躁 放 屍x2、 賊 見 鬼 、怪 擁 刀 子

撫溜子、燈腿行貨 淡 含 鳥 小 猴 狙x2、 x3、 怪 汕

子 、放屍 要汗 邪、 賎没廉趾 脆花子

没 廉 恥x3、 雌 坂

吃、外 共挺去 、没
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廉恥貨、狗油喘推

磨 、賊没 廉 的貨、

怪火瞭腿三寸貨、

賊牢拉魚心短命

T3 a形 容詞修 黄猫黒尾 巴的心、 賊枳年久慣的囚根 雌的那牙、賊少死 急尖酸的没

飾句 精油騰的奈西、賊 子、怪尖嗜的賊囚 的王八、狼 心 的賊、槽 道、我 的

三等几九格的強人、根子 光棍的行貨子 核 子几 、汗

弓鈷的強盗、怪牢 邪弥迭賊花

成久慣的囚根子、 子 、汗邪 休

滋的貨、賊油席的 了x2、 汗

囚根子、好介汗邪 邪了休返花

的 貨 、我 的 兀x2、 子

不順股的貨几、鼠

腹ヌ朝茄勺心几、少

死 的 賊 短 命x2、

汗邪的油嗜、汗邪

了称

b.動 詞 修飾 死元葬身之地、合 犯死的奴オ、献勤 咬人的狗兀不露歯、汗邪了休急

句 陪 了他的眼来、合 的囚根子、人皮包 路死的囚根子、変 胡 悦、不 知

称家愛娘子、魚心 着狗骨、碍悦騰的 卯的和尚 死的囚根子

的囚根子、牢拉的 囚根子、獄番献勤

囚根子、悦騰的貨 欺主的奴オ、没廉

x2、tit上 有 狗 毛 、 恥 的貨 、a的 狗

小壬刻L没 記性、没 尾兀

廉恥寛家、没オ料

的貨、没 廉恥 的貨、

没廉阯 的貨、没天

理的囚根子、没天

理的短命囚根子、

没廉恥 的囚根子、

没廉恥的貨几

c.動 詞 、 形 賊没m撒 根基的 賊万奈的小奴オ、 賊俄不死的系オ、 没着的核兀

容詞修飾句 貨 、賊作死 的強 盗、 賊献勤的奴オ、賊 賊不逢好死的囚根

賊不逢好死変心的 見鬼的囚、没差的 子、賊合娘的小猫

強盗、賊跣折腿的 王八 秘、賊提口抜舌見

三寸貨強盗、賊不 鬼的囚根子、好合

合紐的強人、賊不 的貨、撒臭了休迭

逢好死 的強人、好 王八

負心的賊、怪賊牢

拉的短命、称魚心

的短命賊囚、老成

久慣的短命大泊答

子貨、賊皮搭行貨

子、不上芦箒的行

貨子、没差的黄猫

黒蓋的強盗、賊没
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差的貨、賊没廉恥

的貨、賊没廉恥貨

x3、 賊 没 廉 恥 的

昏君強盗、没着的

行貨子、賊没廉恥

的 貨x2、 没 差 的
イ迄
只

T4 a.省 略表現 短命 的、合 的、賊 不争Z的 瞭 子合的、賊没算 怪撰刀子的

負心 的、汗 邪 的、 汁的、王入雌牙露 x2、 怪 刀

堕豊 的、賊 牢成 的、 噛的、賊眉竪眼的 擾 的、不 得

挺股挺皮的、怪掲 人意的擁刀

鬼牢拉的 子 的、壌 刀

子的

b.慣 用 表現 柾口抜舌、不知好 胡言乱培、犬弓之 六悦 白道、胡言乱 不 得人意 、

　 、成 精鼓 掲 、汗 言 、胡悦 白道 、小 培 、騙 口強 舌 、毯 賊不得人意、

邪胡悦 、 負心得 賊、人陽咤 51弾 子 活悦乱道

合神摘鬼

●使用者が男性で対象は女性

上→上 上→下 下→下 下→上

T1 a.単 一 名 詞 刃 騰 、 奴 オx2、 奴 オx5、 淫 如x2、 淫 如x8、 老rTx2、 淫 如x7、

淫 如x25、 毯 尿 、 彊盗、歪刺骨九 私案 子、粉 美、 弓 賎妃

臭尿 、行 貨子 、粉 伯六x2、 老狗

美 、咬蛆九 、淫 如

兀

b.複 合 名詞 淫如糞毛x2 奴オ老婆

T2 a.単 一 形 容 怪行貨子、怪油騰 賊 淫 妃、賊 奴 オ 賊 淫 如x4、 老 淫

詞修飾 x2、 小 淫 如x9、 x3、 小 淫 如x13、 如x2、 老 咬 虫x2、

賊 淫 如x7、 好 淫 老 淫 如x8、 怪 油 小粉 美子 、賊 囚如 、

妃 、 怪 奴 オx7、 騰、優該 子 、小 行 焦 尾 範、老 猪 狗

賊歪刺骨、小淫妃 貨子、老 油 騰、小 x3

兀x12、 小 擢 刺 骨 淫 如 兀x13、 狗 骨

兀x2、 賊 奴 オ 淫 禿 了、小 歪刺骨 几 、

如 賊小肉兀、怪碑奴

オ

b.二 重 形容 怪小奴オ、怪小淫 賊 小 淫 如x6、 怪 賊老淫如、賊老咬

詞修飾 如x5、 賊 小 淫 如 、 小 淫如 、怪賊 遡遍 、虫 、精油 脂老淫 如、

怪 小 油uXZ、 好 怪 小 淫 如 九x3、 黄猫九黒尾

賊歪刺骨、賊賎淫 賊 小 淫 如 几x8、

女ヨ、怪 小 淫 如 兀 賊畔禿淫如、俊優

x11、 賊 小 淫 如 九 小刺骨JL、 賊短命

x3、 賊 小 油JL、 小淫如

杜蛮婆老淫如
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c.動 詞修飾 合 死 、 胡 悦x4、 胡悦 、少死得 、成 胡 悦x2、 百 我 琶

小油脂胡悦 精 奴 材x5、 老 淫 琶 、囎 舌美 、老 余

如胡悦 オ

T3 a形 容詞修 八十歩娼娼没牙、 坂毯的伏汁、称娘 痕死鬼小妨妨几口

飾句 不賢良的淫如、賊 那毯、汗邪了的奴

不是オ料淫如、元 オ

x的 淫如

b.動 詞修飾 掲姓休倣 肉泥、没 合称淫如娘、倣牽

句 仁又的小淫如 共的老狗肉x2

C.動 詞 形容 賊狗綴腿的奴オ
詞修飾句

T4 a省 略表現 賊騰賊舌的、髭髪 賊天x

合的

b.慣 用 表現 六悦 白道、胡悦 白 不枳差恥

道x2、 胡枝祉 叶

●使用者が男性で対象も男性

上→上 上→ 下 下→下 下→上

T1 a単 一名詞 花 子x5、 狗 材 xX7、 轟 材 、 光 蛮 子 、 淫 如 、 忘 八 、 厩x4、 好

x11、 狗 オx5、 厩 、 棍x8、 賊 人 、 奴 厩 、 掲 子 、xオ 、 夫 、狗官

並障 オx9、 俊 瓜 、 参 、 膳 子 、 狗 口 、 天 ゑ 、

臭 死、苦 虫、老 狗 、奴 オx2、 弥 子 几 、

小厩x2 鬼脂 几、漸狗 、狗

骨訣

b.複 合 名詞 狗材耳朶 林 林小1tx2

T2 a単 一形 容 儂咳 子、小 行貨 子、賊 奴 オx5、 小 奴 怪行貨子、賊秣秣 賊花子
詞修飾 怪 狗 オx3、 怪 狗 オ 、精油 嚇、賊 短 村 、 好 淫 如x3、

材x11、 優 狗 オ 命 、 矯 王 八x4、 老 油 鳴、蛮 奴 オ

x3、 賊 花 子x2、 賊 老狗 、小 狗禿)L、 x2、 怪 花 子 、 狗

怪 花 子、俊 花 子 少死光棍 男女 、賊油 脂、賊

x2、 鬼 混 人 、 賊 囚根 子、老狗 骨 、

狗材 、歪狗材 、俊 賊禿囚、姓了屍股

王刻L

b.二 重形 容 怪狗オ奈西 賊 小 油 騰x2、 賊 好賊掲子、奴オ真 賊秣小厩、

詞修飾 狗骨禿兀、賊綾王 賊 、賊 野 囚奴 、賊 賊狗 男女 、

八 、好小狗 禿/L、 野狗死囚 賊野蛮流民

天寅人禍老油脂、

賊小奴オ几、小狗

骨禿兀肉、好賊小

油脂、賊少死野囚

軍、賊小狗骨美兀
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c.動 詞 修飾 胡 悦x8、 休 鬼 混 、 ij人 賊 、胡悦 老 婆葬双 、含 」斗瑚 放 屍 、狗合、

扱 出去、 忘沼 刀 了、 猫 、合 弥屍 股 、胡 撞几疽死鬼

人皮包狗骨奈西、 悦x2、 奴 オ 胡 悦 、

占小便盒兀 怪倒路死猴人、狗

骨禿没廉恥

T3 a形 容詞修 少死的花子、小狗 我的九、炬了賊忘 少死的花子

飾句 骨禿几的鬼、轟美 八的屍股円子

村胸 的禿駅、我的

/L

b.動 詞修 飾 没的祉淡 合的不値 了、

旬 没人槍的猪

狗、合休道

士林秣娘、

我合休娘的
眼、合称娘

眼、合弥娘

c.動 詞 、 形 賊天x的 狗材 、賊 賊少打的奴オ 賊狗擁的秣秣小厩、

容詞修飾句 没行止的狗骨禿 賊天x男 盗女娼的

狗骨禿

T4 a省 略表現 天x的x2、 賊 浩 天x的x2、 狗 哨 賊雌飯吃花子合的、

断了腸子的天x的 的、狗拘 的 没廉恥皮股的

b.慣 用表 現 狗V-之 人


